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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
ず
も
っ
て
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
大
震
災
、
大
津
波
に
加
え
風
水
害

と
、
我
が
国
に
と
っ
て
戦
後
最
大
の
災
害
に
よ

る
大
変
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
原
発
事
故

に
よ
る
影
響
等
も
相
俟
っ
て
、
依
然
と
し
て
国

難
と
も
言
え
る
局
面
が
続
い
て
い
ま
す
。 

経
済
面
も
、
ユ
ー
ロ
圏
の
債
務
不
安
と
円
高
、

デ
フ
レ
の
な
か
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

超
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
な
か
、
新
年
度
は

介
護
保
険
制
度
改
定
に
よ
り
、
新
た
な
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
ま
す
。「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
推
進
に
よ
り
、
施
設
か
ら
居

宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

そ
の
他
の
改
定
事
項
を
含
め
、
動
向
と
そ
の
影

響
等
に
つ
い
て
は
十
分
注
視
し
、
対
応
を
図
っ

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

当
振
興
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
に
『
振
興

策
検
討
Ｐ
Ｔ
』
を
発
展
的
に
改
組
し
、
総
務
委

員
会
の
傘
下
に
『
事
業
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
』
を
組
成
し
ま
し
た
。
本
組
織
を
中
心
と
し

て
、
当
面
す
る
「
組
織
課
題
」・「
運
営
課
題
」

に
つ
い
て
、
協
議
、
検
討
を
行
い
、
課
題
克
服

に
向
け
て
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
の
一
端
と
し
て
、
入
会
し
や
す
い
魅
力
あ

る
組
織
づ
く
り
に
向
け
て
「
会
員
規
程
」
制
定

や
新
規
事
業
と
し
て
の
「
有
料
職
業
紹
介
事
業
」

の
開
始
に
よ
り
、
会
員
各
社
を
は
じ
め
事
業
者

か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
へ
の
取
り
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。 

ま
た
「
運
営
課
題
」
に
つ
い
て
も
、「
福
祉

フ
ェ
ア
ひ
ろ
し
ま
２
０
１
１
」
開
催
を
契
機
と

し
、
会
員
各
社
の
諸
活
動
へ
の
積
極
的
か
つ
重

層
者
、
複
数
名
に
よ
る
参
画
に
向
け
て
、
一
定

の
前
進
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

新
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
い
て
組
織
面
・

運
営
面
の
諸
課
題
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

第
一
は
、
会
員
の
増
強
で
す
。
一
層
の
組
織

活
性
化
を
目
指
し
、
幅
広
い
分
野
か
ら
関
連
す

る
事
業
者
に
対
し
て
振
興
会
へ
の
加
入
を
募
っ

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

第
二
は
、
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
で
す
。

一
般
社
団
法
人
（
非
営
利
型
）
へ
の
移
行
を
目

指
す
と
の
組
織
的
な
判
断
に
基
づ
き
、
本
年
度

中
の
移
行
認
可
に
向
け
、
申
請
準
備
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

第
三
は
、
広
報
の
強
化
、
充
実
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
機
能
の
構
築
で
す
。
組
織
・
運
営
強

化
の
基
盤
と
し
て
、
会
員
各
社
の
も
て
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の
結
集
と
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
の
拡
充

に
よ
り
、
機
能
の
整
備
と
充
実
を
図
っ
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

以
上
三
点
に
つ
い
て
、
振
興
会
の
基
幹
事
業

と
共
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

会
員
各
社
に
お
か
れ
て
は
、
従
来
に
も
増
し

て
諸
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
画
と
、
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
四
年
一
月 
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� 年頭のご挨拶／会長  蔵田 和樹 

� 『福祉フェアひろしま2011』 
　　盛大に開催される 

介護従事者研修会に3,500名参加。 
　来年度も充実！！ 
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平成23年度 
広島県介護支援専門員更新・専門・基礎研修 
下期の報告をします 

『
福
祉
福
祉
フ
ェ
ア
ひ
ろ
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ろ
し
ま
2
0
1
1

2
0
1
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盛
大
盛
大
に
開
催
開
催
さ
れ
る
 

平成23年度 
第２回『総会』・「合同部会」が 
開催されます。 

平成23年度「キャリアパス支援研修」は、12月14日に終了し延べ16日間
508名の介護従事者の方にご参加いただきました。中でも、著書シリーズとし
て開催した大阪人間科学大学教授の野中ますみ先生、城西国際大学の田中義行
先生、排泄総合研究所の浜田きよ子先生、スキルアップ研究所の佐藤ちよみ先
生の講義・演習は大変好評でした。 
また、今年度は広島県の福祉・介護人材確保事業として開催した集合研修「キャ

リアアップ支援研修」等(受講料無料)は、延べ48回2,000名の参加見通しと
なりました。事業所へ講師を派遣し研修を実施する「キャリア形成訪問事業」(無
料)は19事業所に25回講師を派遣し865名の方が受講されました。地域で
も『複数事業所連携事業』として多彩な研修が開催されています。（社）広島県
シルバーサービス振興会は、『複数事業所連携事業』のコーディネート業務を県
から受託し、グループの形成や研修や求人活動の支援を行っています。 
今年度までで、広島県の福祉・介護人材確保事業としての研修事業が終了す

る予定です。来年度は、現任者の研修「キャリアパス支援研修」を充実させると
ともに、事業所での研修支援を行っていきたいと考えています。是非ともご要望
をお寄せください。お待ちしています。 

去
る
１１
月
５
日
・
６
日
、広
島

県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
、企
業
・
介
護
事
者
・
行
政

等
の
後
援
、協
賛
の
も
と
、振
興

会
主
催『
福
祉
フ
ェ
ア
ひ
ろ
し
ま

２
０
１
１
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

高
齢
者
の
生
活
に
資
す
る
情
報
、

排
泄
用
品
・
介
護
食
、
福
祉
用
具
・

介
護
機
器
デ
モ
、
住
宅
改
修
相

談
コ
ー
ナ
ー
等
賑
わ
い
、
と
り
わ

け
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
や

癒
し
ロ
ボ
ッ
ト
「
パ
ロ
」
が
注
目

さ
れ
、
中
村
（
旧
姓
河
西
）
昌
枝

氏
・
世
良
洋
子
氏
に
よ
る
講
演

や
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
等
も
好
評

と
な
り
ま
し
た
。
同
時
開
催
の

広
島
県
福
祉
・
介
護
人
材
確
保

事
業
の
一
環
と
し
て
介
護
・
福

祉
専
門
職
向
け
の
、
専
門
知
識
、

実
技
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

５
２
０
件
超
の
求
人
情
報
並
び

に
３１
事
業
者
に
よ
る
福
祉
、
介

護
職
合
同
求
人
説
明
会
を
開
催

し
、
１
６
０
名
の
来
場
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

当
日
は
会
員
企
業
に
よ
る
東

日
本
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
が

行
わ
れ
、
来
場
者
に
よ
る
義
援

募
金
と
共
に
、
日
本
赤
十
字
社

広
島
県
支
部
宛
３０
万
円
の
義
援

寄
付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

会
員
各
社
の
参
画
と
運
営
に

よ
り
、
天
候
不
順
の
な
か
１
、
５

０
０
名
の
来
場
者
を
迎
え
盛
会

裡
に
閉
会
し
ま
し
た
。
会
員
並

び
に
関
係
者
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

『福祉・介護職に対する就業支援の開始』について 
当振興会では、本年10月1日より「福祉・介護職業紹介事業」を開始

しました。 
介護サービス事業所の調査・評価事業に加え、介護従事者・事業者向け各
種研修事業に関する振興会のノウハウにより、求職者のニーズ対する研修は
勿論のこと、求人者(事業者)のニーズをも踏まえた教育・訓練等から職業紹
介まで、一貫したきめ細かい就業支援によるマッチングを行ってまいります。 

本件の詳細について 
社団法人広島県シルバーサービス振興会  下記のホームページ等をご覧下さい。 
URL：http://www.hiroshima-silver.or.jp　TEL.082-254-9699
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介護従事者研修会に3,500名参加 
 

来年度も 
充実！！ 

来年度も 
充実！！ 

義援金を贈呈する実行委員長 
のサンキ・ウエルビィ 岡崎様 
（写真右） 
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平成23年度 
広島県介護支援専門員更新・専門・基礎研修 
下期の報告をします 

平成23年度 
広島県介護支援専門員更新・専門・基礎研修 
下期の報告をします。 

会員各社並びご担当者の皆様には、是非
ともご出席、ご参加をお願い致します。 

平成23年9月末より、下期の介護支援専門員更新・専門研修Ⅱ・
基礎研修を実施し、全ての日程が終了しましたので報告します。 
次年度も更新・専門研修・基礎研修については、当振興会で開催を

いたします。詳細につきましては、当振興会のホームページをご覧
下さい。 
※専門研修受講案内は、1月下旬頃、県内の事務所様へ郵送いたします。 

【受講期間】 
専門研修Ⅰ及び更新研修Ⅰ（33時間） 
　下期　受講生が集まらず中止 
専門研修Ⅱ及び更新研修Ⅱ（20時間） 
　下期　平成23年9月28日～平成23年11月30日 
基礎研修（33時間） 
　平成23年10月6日～平成23年12月8日 

【修了者状況】 
(募集受講者数は、下期Ⅱ200名・基礎研修300名の募集)

下　期 
専門Ⅱ 
更新Ⅱ 
基　礎 
計 

申込者数 
143 
102 
341 
586

修了者数 
139 
99 
338 
576

『
福
祉
フ
ェ
ア
ひ
ろ
し
ま
2
0
1
1
』
 

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
 

平成23年度 
第２回『総会』・「合同部会」が 
開催されます。 

平成23年度 
第２回『総会』・「合同部会」が 
開催されます。 

『
福
祉
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』
 

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
 

平成23年度 第2回通常総会 

平成24年3月15日(木)  
午後2時 

日時 

広島県健康福祉センター2階 
(総合研修室)

場所 

平成23年度 第3回合同部会 

平成24年3月15日(木)  
午後3時～午後4時30分 

日時 

同上会場 場所 
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詳しい情報はHPをご覧ください http://www.hiroshima-silver.or.jp/
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設
　
立 

昭
和
４１
年
１２
月 

従
業
員 

４４
名（
Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
グ
ル
ー
プ 

 

　
　  

全
体 

約
１
２
０
名
） 

常務取締役 

深川　竜 さん 

深川医療器株式会社 

株
式
会
社
合
同
総
研
は
、
グ
ル
ー

プ
の
経
営
方
針「
得
意
先
の
繁
栄
は
我
々

の
繁
栄
で
あ
る
」
を
か
か
げ
、
全
社
員

を
あ
げ
て
中
小
企
業
の
経
営
支
援
を

税
理
士
法
人
を
母
体
と
し
て
行
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
平
成
２２
年
よ
り
介
護

事
業
経
営
研
究
会
（
Ｃ-

Ｍ
Ａ
Ｓ
）
に

加
入
し
、
介
護
業
界
に
特
化
し
た
様
々

な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
当
社
で
は
現
在
、各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
に
よ
る
介
護
業
界
の
情
報
発

信
や
、
実
地
指
導
対
策
支
援
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
・

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
取
得
支
援
、

新
規
事
業
所
立
上
支
援
、
介
護
会
計

導
入
支
援
等
様
々
な
業
務
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
会
社
の

株
式
会
社
ベ
ス
ト
パ
ー
ソ
ン
で
は
、
介

護
保
険
請
求
事
務
代
行
を
は
じ
め
と

し
て
、
介
護
業
界
に
特
化
し
た
求
人

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
ｅ-

介
護
転
職
」「
ｅ-

看
護
士
求
人
」
や
介
護
施
設
を
紹
介

す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
介
護
ピ
ア
」
を

運
営
、
さ
ら
に
人
材
紹
介
や
人
材
派

遣
業
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
の
合
同
労
務
（
社
労

士
事
務
所
）
で
は
、
各
種
助
成
金
の
申

請
、「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
」導
入
支
援
、

就
業
規
則
・
賃
金
規
程
見
直
し
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、介
護
業
界
に
携
わ
る
方
々

の
発
展
と
繁
栄
の
お
役
に
た
て
る
よ

う
、
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

   広
島
県
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
の

皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。
ま
ず
、
今
年
の

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
の
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
安
寧
な
生
活

が
再
び
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、

募
金
、
納
税
を
す
る
こ
と
で
微
力
で
す
が

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。 

さ
て
、
本
業
に
於
い
て
は
来
春
よ
り
福

祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
も
個
別
援
助
計
画

書
が
義
務
化
と
な
り
福
祉
用
具
が
今
後
ま

す
ま
す
在
宅
介
護
に
於
い
て
重
要
な
役
割

を
担
う
こ
と
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

福
祉
用
具
は
率
直
に
言
う
と
「
使
わ
な
く

て
よ
い
の
な
ら
使
い
た
く
な
い
物
」
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
加
齢
、
事
故
、
病
気
等

に
よ
り
「
仕
方
な
く
使
う
」
本
質
的
に
は

そ
の
よ
う
な
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
本

当
は
使
い
た
く
な
い
物
を
「
使
っ
て
良
か
っ

た
」
と
い
う
気
持
ち
へ
変
換
出
来
る
の
は

取
り
も
直
さ
ず
「
人
の
心
」
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
用
具
の
運
び
屋
さ
ん

で
は
な
く
、
私
達
と
お
客
様
が
心
を
通
わ

せ
「
こ
の
人
が
届
け
て
く
れ
た
こ
の
用
具

を
使
え
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
頂
け
る
「
ま

ご
こ
ろ
」
を
添
え
て
届
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 

我
社
の
社
是
は
「
和
を
以
て
徳
を
成
す
」

で
す
。「
和
」
を
大
事
に
す
る
と
は
言
葉

で
は
簡
単
で
す
が
、
実
践
す
る
こ
と
は
本

当
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
相
手
を
思
い
や

り
、
感
謝
す
る
努
力
が
人
を
成
長
さ
せ
、

そ
れ
が
や
が
て
「
和
」
と
な
り
「
徳
」
が

生
ま
れ
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
様
々

な
形
で
I
T
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後

に
必
要
な
の
は
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
、

ハ
ー
ト
ト
ゥ
ハ
ー
ト
の
関
わ
り
で
す
。 

私
は
創
業
者
で
あ
る
祖
父
、
現
社
長
の

父
の
信
条
で
あ
る
「
和
」
の
心
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
広
島
県

シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
の
会
員
の
皆

様
と
共
に
様
々
な
形
で
切
磋
琢
磨
・
創

意
工
夫
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

株
式
会
社 
合
同
総
研 

「
大
切
に
し
た
い
和
の
心
」 

会員募集中 ! （社）広島県シルバーサービス振興会 
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代
表
取
締
役
　
田
中
 
雅
彦
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
部
長
　
板
倉
 
孝
志
 

広
島
県
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス 

振
興
会
会
員 

（社） 

平
成
２４
年
１
月
末 

現
在
　
５２
法
人 

（医） 
●
㈲
イ
ケ
バ
ヤ
シ
　
●
㈲
石
丸
商
会 

●
因
の
島
ガ
ス
㈱
　
●
㈱
ウ
ェ
ル
ウ
ェ
ル 

●
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
介
護
サ
ー
ビ
ス 

●
㈱
大
之
木
ダ
イ
モ
　
●
㈱
オ
ム
エ
ル 

●
㈲
ケ
ア
ネ
ッ
ト
広
島
　
●
㈲
ケ
ア
メ
イ
ト
お
お
は
ら 

●
コ
ー
プ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ひ
ろ
し
ま
㈱ 

●
サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル
ビ
ィ
㈱ 

●
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
　
●
成
和
産
業
㈱ 

●
　
せ
の
が
わ 

瀬
野
川
病
院
　 

●
中
国
エ
ン
ゼ
ル
㈱
　
●
中
国
ク
リ
ー
ナ
ー
㈱ 

●
中
国
電
力
㈱
　
●
㈲
日
基
リ
ー
ス 

●
㈱
ニ
チ
イ
学
館 

広
島
支
店
　
●
㈱
ニ
ッ
ク
ス 

●
日
本
基
準
寝
具
㈱
　
●
㈱
ネ
ク
サ
ス 

●
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
㈱ 

広
島
支
店  

●
㈱
は
る
か
ぜ 

●
広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会 

●
㈱
広
島
福
祉
サ
ー
ビ
ス
　
●
㈲
美
泉 

●
㈱
ビ
ー
・
ス
マ
イ
ル
　
●
深
川
医
療
器
㈱ 

●
㈱
ふ
じ
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス  

●
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
三
誠 

●
㈲
プ
ロ
ス
パ
　
●
㈱
松
広
　
●
㈲
メ
ゾ
ン
東
本
浦 

●
㈲
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
　
●
㈱
モ
ル
テ
ン 

●
㈱
菱
和
メ
デ
ィ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
中
国 

３７
法
人 

【
介
護
・
医
療
福
祉
・
建
設
・
設
計
関
連
部
会
】 

●
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン 

広
島
支
店 

●
㈱
タ
カ
ト
ー
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア 

●
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱ 

広
島
支
店 

●
西
日
本
電
信
電
話
㈱ 

広
島
支
店 

●
日
本
興
亜
損
害
保
険
㈱ 

広
島
支
店 

●
広
島
ガ
ス
㈱ 

●
㈱
広
島
銀
行 

●
広
島
信
用
金
庫
　
●
㈱
マ
イ
テ
ィ
ネ
ッ
ト 

●
㈱
も
み
じ
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

１０
法
人 

【
生
活
余
暇
・
情
報
・
金
融
・
保
険
関
連
部
会
】 

事 務 局 よ り ご 挨 拶  
旧年中は会員各社様には、格別のお引き立て

を賜り厚く御礼申し上げます。 
『愉・快・現・役ひろしま』新年号を発刊致しま
した。ご高覧戴きますよう、お願い申し上げます。 
昨年は、東日本大震災で当振興会の会員企業

様および関係者の皆様におかれましても甚大な
被害・影響を受けられたことと拝察いたします。 
その中、『絆』というキーワードがでてきました。

この『絆』を辞書で見るともともと牛馬などの動

物をつなぎとめておく綱（つな）という意味です。
しばって自由に行動できなくするわけです。また、
人を束縛する義理人情などのたとえの意味があり、
現在では、「兄弟の絆」や「夫婦の絆」などの情
愛の意味に使われています。漢字右側（「つくり」
の部分）の「半」は、「半分」の意味を表している
のではなく、車などをひく（ひっぱる）という意
味の「挽」（音読みでバン）を、同音の「半」（ハン・
バン）に置き換えて作った形声文字らしいです。 

本年が、会員各社様、役員・社員の皆々様に
とりまして、更なるご発展の年となりますように
ご祈念申し上げます。 
事務局一同、新たな気持ちで諸課題の改善に

向けて、皆様と共に全力で取り組んで参りますの
で、本年も倍旧のご理解とご協力の程ひとえに
お願い申し上げます。 
　平成24年1月 
（社）広島県シルバーサービス振興会 事務局一同 

●
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
尾
道
市
） 

●
　
エ
ム
・
エ
ム
会 

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
病
院
（
呉
市
） 

●
㈱
合
同
総
研
（
広
島
市
） 

●
㈱
ケ
イ
・
デ
ィ
・
フ
ド
ー
（
安
芸
郡
） 

●
㈲
ベ
ラ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
広
島
市
） 

５
法
人 

【
新
規
会
員
】 

（医） 

コラム 
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